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【序論】磁気力顕微鏡(MFM)はその簡便性と高い空間分解能から微細な磁区観察に用いら

れているが，磁気記録媒体の高密度化に伴い，更なる高空間分解能化が要求される．MFM

の分解能は，探針の先鋭さ，形状，磁性材料の種類や含有量に依存する[1, 2]．これまで我々

は，SPM探針に Arイオン照射と磁性金属の同時供給を行い室温形成される，金属含有カー

ボンナノファイバー(CNF)探針について，MFM 探針としての有用性を明らかにした[3]．一

方，磁性材料は一般的に熱処理を施すと磁気特性が変化することが知られており[4]，探針

の更なる高感度化を実現するためには，磁性材料の選定に加え，熱処理を施し結晶構造制

御を行う必要がある．前報では，金属含有量を増加させたときの熱処理効果の検証を行っ

た[5]．本研究では昇降温速度が探針形状に及ぼす影響を検証した． 

【実験】市販 Siカンチレバー (OMCL-ASC40TS ; Olympus) を試料として用い，Fe 及び Ni

を同時供給しながら，イオン照射法による FeNi-CNF探針の形成を行った．その後 500℃の

熱処理を 800Paの窒素雰囲気中で行った．熱処理条件は以下の通りである． 

(a) 昇温速度：240K/min， その後自然冷却  

(b) 昇降温速度：5K/min 

【結果】 (a)では探針が著しく歪曲したのに対し，(b)では歪曲化

は確認されなかった(Fig. 1)． 
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